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中山間地における
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森の恵みはタダなのか？：生態系サービスへの支払いの意義と課題
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小野寺 真一（広島大学大学院総合科学研究科）

コメンテーター

4月から「森林経営管理法」が新たに施行され、これをきっかけに様々な

議論が始まっています。東広島市においては、バイオマス産業都市構想で森

林利用が想定されるとともに、昨年の豪雨災害で大規模な斜面崩壊と流木で

広く森林を喪失したことも踏まえ、身近な中山間地の森林管理について多角

的な視野で考える必要があります。そこで、本課題をめぐって、文理融合を

軸とする環境平和学的な議論を行います。
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